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主 

な 

内 

容

　
　�

令
和
2
年
度
芝
山
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
4
号
）

（
議
案
第
1
号
）

　
今
回
の
補
正
は
、
国
施
策
に
よ
る

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
事
業
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業
、
ま
た
、

個
別
健
診
に
係
る
健
康
診
査
助
成
事

業
な
ど
に
関
連
す
る
も
の
で
、
歳
入

は
、
国
庫
支
出
金
、
繰
越
金
お
よ
び

町
債
な
ど
を
増
額
し
、
歳
出
は
、
社

会
福
祉
費
、
保
健
衛
生
費
、
小
学
校

費
お
よ
び
中
学
校
費
な
ど
を
増
額
す

る
も
の
で
あ
る
。

■
補
正
前
の
額　

　
５
，
９
０
５
，
０
０
７
千
円

■
補
正
後
の
額

　
５
，
９
８
６
，
１
３
７
千
円

　
　

 

令
和
2
年
度
芝
山
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

2
号
）
　
　
（
議
案
第
2
号
）

　
今
回
の
補
正
は
、
個
別
健
診
に
係

る
特
定
健
康
診
査
助
成
事
業
に
関
連

す
る
も
の
で
、
歳
入
は
、
繰
入
金
を

増
額
し
、
歳
出
は
、
特
定
健
康
診
査

等
事
業
費
を
増
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

■
補
正
前
の
額

　
１
，
０
０
２
，
５
２
０
千
円

■
補
正
後
の
額

　
１
，
０
０
２
，
６
６
０
千
円

第６回
芝山町議会臨時会

　7月22日、令和２年第６回芝山町議会臨時会が
開催され、上程された議案２件は可決されまし
た。

福島県小野町（８月４日）
　昨年９月の台風15号における災害支援
を契機として、災害時における相互応援を
行うために「災害時における相互応援に関
する協定」が締結されました。
　協定では、地震、水害、火災などの大規
模災害が発生し、被災者救護などの応急措
置の実施に困難が生じている場合における
相互の物資の提供、避難者の一時受け入
れ、職員の派遣などの応援についての必要
事項が定められています。

◀�

地
下
水
サ
ミ
ッ
ト
に
加
盟
し
て
い
る
こ
と
か
ら

交
流
を
重
ね
て
き
た
両
町

東京電力パワーグリッド株式会社
成田支社（７月21日）
　大規模停電などにおける災害対応活動に
おいて、住民生活の安定を図るため、東京
電力パワーグリッド株式会社成田支社およ
び芝山町が連携して停電復旧などに取り組
むことを目的とした「災害時における停電
復旧の連携等に関する基本協定」が締結さ
れました。
　協定では、災害時の連絡体制や相互協力
の範囲などの必要事項が定められています。

◀�

今
後
の
災
害
に
備
え
て
協
議
し
、
協
定
書
に
調

印
を
済
ま
せ
た
両
者

害
時
に
お
け
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

災
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町
長

相
川
勝
重

「
災
害
発
生
時
の
心
強
い
支
え
」

令
和
元
年
度
の
自
然
災
害

　
昨
年
度
発
生
し
た
台
風
15
号
、
19

号
、
21
号
で
は
、
本
県
を
は
じ
め
と

し
て
東
日
本
全
体
に
大
き
な
爪
痕
を

残
し
、
未
曽
有
の
災
害
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ

ろ
で
す
。

　
特
に
、
台
風
15
号
は
「
令
和
元
年

房
総
半
島
台
風
」
、
19
号
は
「
令
和

元
年
東
日
本
台
風
」
と
命
名
さ
れ
る

ほ
ど
大
き
な
自
然
災
害
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

今
後
の
災
害
に
備
え
て

　
私
た
ち
行
政
に
は
、
「
こ
れ
で
十

分
」
と
い
う
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
10
年
前
の
東
日
本
大
震
災
を

経
験
し
て
い
る
私
た
ち
に
「
想
定

外
」
と
い
う
言
葉
も
な
い
も
の
と
認

識
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
全
て
の
災
害
を
食
い
止
め
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
被
害
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
少
し
で
も
被
害
を

減
ら
す
こ
と
は
可
能
で
す
。
正
し
い

情
報
の
発
信
、
対
応
手
段
、
避
難
場

所
、
一
人
一
人
の
役
割
、
人
々
の
支

え
合
い
な
ど
を
常
に
意
識
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

災
害
時
に
お
け
る
協
定
の
締
結

　
こ
れ
ま
で
本
町
で
は
、
地
震
や
台

風
な
ど
の
風
水
害
を
は
じ
め
と
し
た

大
き
な
災
害
に
備
え
て
「
成
田
空
港

温
泉
空
の
湯
」
や
「
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

ン
」
な
ど
現
在
33
の
団
体
、
個
人
の

皆
さ
ま
と
災
害
協
定
を
結
ば
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
中
で
も
８
月
4
日
に

は
自
治
体
と
し
て
初
め
て
福
島
県
小

野
町
と
物
心
両
面
に
渡
る
相
互
応
援

を
行
う
た
め
の
「
災
害
時
に
お
け
る

相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」
を
結
ば

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

福
島
県
小
野
町
と
の
交
流

　
こ
れ
ま
で
小
野
町
と
は
「
安
心
・

安
全
で
お
い
し
い
地
下
水
サ
ミ
ッ

ト
」
で
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
昨
年
の
台
風
15
号
の
際
に
は

飲
料
水
な
ど
の
支
援
物
資
を
い
ち
早

く
お
持
ち
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
小
野
町
は
、
東
関
東
自
動
車
道
、

圏
央
道
、
常
磐
道
、
磐
越
道
小
野
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
下
り
約
5
分
の

場
所
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
小
野
小

町
の
郷
、
風
光
明
媚
な
田
園
文
化
都

市
と
の
支
え
合
い
と
交
流
は
、
今
後

の
大
き
な
財
産
に
な
っ
て
く
れ
る
も

の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
小
野
町
の
大
和
田
町
長
、
田
村
議

長
を
は
じ
め
、
小
野
町
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
、
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
い
ざ
と
い
う
時
の

心
強
い
支
え
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
に
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
町
民

の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
大

変
な
思
い
で
生
活
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
刻
も
早
い

収
束
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
残
暑
厳
し
き
折
、
お
体
ご
自

愛
く
だ
さ
い
。

　７月26日、利活用事業により新たに介護老人福祉施設が建設
されることとなった旧東小学校についての住民説明会が福祉セン
ターで開催されました。説明会は、合計31人の方が参加し、旧
東小学校利活用事業の経過や内容についての説明、質疑応答など
が行われました。

旧東小学校利活用事業住民説明会
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